
 

 

区民意見聴取の手法について（案） 

設計者選定プロセスにおける「区民参加」の手法の一つとして、二次審査に係る技術提案を公表し、区民意見を

聴取する手法に関し、下記に方針を記します。 

 

１．区民意見聴取の位置付け 

第１回設計者審査委員会において、「区民参加を意識した開かれた選定プロセスとする」ことが示されており、

区民も設計者選定のプロセスに参加できるということを伝える手法のひとつとして、区民意見聴取を行います。 

   

（下記、資料 5-1「設計者選定プロセスに関する基本的な考え方」より抜粋） 
 

１．公正で透明性・公開性のある選定方法で設計者を選定する。 

・共同企業体での応募を認めるなど、参加資格を工夫することで、幅広い設計者の中から最適な設計者を選

定できる方法とする。 

・透明性・公開性を確保するため、区民参加を意識した開かれた選定プロセスとする。 
 

なお、区民意見は集計の上、参考資料として設計者審査委員会に提出するものとします。 

 

２．意見の提出対象者 

意見を提出できる対象者は、基本構想（素案）パブリックコメント募集時と同じ下記を対象とします。 

（１）区内在住・在勤・在学者 

（２）区内に事務所や事業所を有する個人・法人・団体 

（３）その他「世田谷区本庁舎等整備」に利害関係を有する個人・団体 

提出の際は下記を記載事項の記載を求めます。 

（１）住所（在勤者は勤務地、在学者は学校の所在地） 

（２）氏名（法人・団体の場合は、名称・代表者名・所在地） 

 

３．意見聴取の方法 

（１）区役所・砧総合支所の二次審査提案書（パネル版）展示会場、他の３支所（北沢、玉川、烏山）

では、二次審査提案書（Ａ３版）が閲覧でき、意見聴取用紙に記載いただき、その場で回収する。

（回収ボックス等による） 

（２）各応募案に対し、総合的な視点から、評価尺度（４種類）を提示し、チェックをつけていただく 

（３）二次提案テーマから関心の高いテーマ２つを選択の上、評価尺度（４種類）にチェックをつけていただく 

（４）自由意見欄を設け、意見のある案について等、自由に記載していただく 

 

■評価尺度（４種類） 

・非常に共感できる ・共感できる ・やや共感できる ・共感できない    の４段階 

※「どの案がよいか」という聞き方はしない。   

 

４．実施スケジュール（案） 

平成 29 年 8 月 21 日～９月 1 日 提案書展示及び区民意見聴取（約２週間）  

平成 29 年９月 7 日まで        区民意見聴取結果集計 

平成 29 年９月 8 日  審査委員へ集計結果送付 （少なくとも公開プレゼン１週間前） 

平成 29 年９月１８日     公開プレゼンテーション、ヒアリング  
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世田谷区本庁舎等整備設計者選定における応募案へのご意見（案） 

ご回答は、お１人様 1 枚限りでお願いいたします。 

◆ご意見者の情報 

右欄の該当する項目の

番号に○をしてください。 

（１） 区内在住・在勤・在学者 

（２） 区内に事務所や事業所を有する個人・法人・団体 

（３） その他「世田谷区本庁舎等整備」に利害関係を有する個人・団体 

ご住所・ご氏名をご記入ください。 

 

ご 住 所                              ご 氏 名                        

（在勤者は勤務地、在学者は学校の所在地）         （法人・団体の場合は、名称・代表者名など） 

◆各者提案について（選択式）                  該当するボックス（□）にチェック（✔）してください 

１．提案内容に関する総合的な共感度 Ａ者 Ｂ者 Ｃ者 Ｄ者 Ｅ者 

提案内容に関し総合的に、非常に共感できる □ □ □ □ □ 

提案内容に関し総合的に、共感できる □ □ □ □ □ 

提案内容に関し総合的に、やや共感できる □ □ □ □ □ 

提案内容に関し総合的に、共感できない □ □ □ □ □ 

２．関心の高いテーマについて   関心の高いテーマ番号２つに○を付け、ボックス（□）にチェック（✔）してください 

 提案テーマ 左記から選択したテーマ番号 
Ａ者 Ｂ者 Ｃ者 Ｄ者 Ｅ者 

 ０ 業務実施方針 
 
１ 各機能の関係性を考慮した分かりや

すく、利用しやすい配置計画について 
 
２ 災害対策機能を備えた庁舎等計画

について 
 
３ 柔軟かつ効率的な執務空間の計画

について 
 
４ 総合的で高い環境性能を 備えた庁

舎等計画について 
 
５ 現庁舎等の空間特質の継承につい

て 
 
６ 工期短縮、業務継続を踏まえた施工計

画ならびに事業費を抑制する建築計画に
ついて 

0  1  2  3  4  5  6 

非常に共感できる □ □ □ □ □ 

共感できる □ □ □ □ □ 

やや共感できる □ □ □ □ □ 

共感できない □ □ □ □ □ 

左記から選択したテーマ番号 
Ａ者 Ｂ者 Ｃ者 Ｄ者 Ｅ者 

0  1  2  3  4  5  6 

非常に共感できる □ □ □ □ □ 

共感できる □ □ □ □ □ 

やや共感できる □ □ □ □ □ 

共感できない □ □ □ □ □ 

◆自由意見 （ご意見等のある案についてなど、ご記入ください。） 

   

  

  

  

  

※ご意見ありがとうございました。頂きましたご意見は集計の上、参考資料として審査委員会に提出いたします。 


